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広
が
る
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

令
和
2
年
3
月
、
市
は
市
民
と
行
政
が
自
分
達
の
ま
ち
の
将
来
や
課
題
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
、
学
び
、
行
動
す
る
た
め
の
指
針
と
な

る
「
第
2
次
松
浦
市
総
合
計
画
」
を
地
域
起
点
の
公
共
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、「
育
つ
・
つ
な
が
る
・
根
を
お
ろ
す
」

を
基
本
理
念
と
し
、
将
来
像
の
一
つ
と
し
て
「
皆
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
小
学
校
区
単
位
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
3
年
12
月
に
は
、「
松
浦
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
を
策
定
し
、
市
内
各
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
協
働
の
主

体
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
」
の
設
立
と
、
そ
の
後
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
形
へ

こ
れ
ま
で
は
、
身
近
な
問
題
を
家
族
や
隣
近
所
、
あ
る

い
は
自
治
会
な
ど
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
関
わ
る

こ
と
で
解
決
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
な
ど
、
地
域
社
会

を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
つ
な
が
り
も
徐
々
に
薄
れ
、
こ
れ
ま
で
地
域
で

解
決
で
き
て
い
た
問
題
が
難
し
く
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、10
年
後
、

20
年
後
の
地
域
の
姿
を
想
像
し
て
、
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
補
完
・
協
力
し

合
い
な
が
ら
進
め
た
方
が
よ
い
も
の
は
協
働
に
よ
っ
て
活

動
す
る
と
い
う
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
形
を
つ
く
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令和８年３月末現在、市内では６地域でまちづくり
運営協議会が設立され、さらに1地域で設立に向けた
準備会が立ち上がっています。
　各地域がそれぞれの将来像を描きながら主体的な活
動を進めています。
　次ページでは、各地域の取り組みをご紹介します。

≪≪≪

特 集

まちづくり運営協議会の設立まで

地域の機運づくり
地域版未来会議など対話を通して、地域の課題や課題解決
に向けたアイデアを共有

01
STEP

まちづくり計画をつくる
地域の目指す将来像や取り組み内容を話し合い、
計画としてまとめる

03
STEP

設立総会の開催
規約や役員などを決定し、まちづくり運営協議会を正式に設立04

STEP

まちづくり計画に沿って活動をスタート‼

設立準備会をつくる
地域の住民や団体が集まり、協議会の設立に向けて準備02

STEP

地域まちづくり運営協議
会は市ホームページでも
ご紹介しています▶

問合せ先
政策企画課　市民協働推進室
☎内線313
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・調フェス（町民運動会）　
・鯉のぼり活動
・鬼火焚き
・地域清掃活動
・農園活動　　　ほか

（令和5年4月2日設立）調川地域まちづくり運営協議会　調創会
　市内で最初に設立された協議会です。伝統行事を大切に受け継ぎながら、InstagramなどSNSを活用し、
活動の様子や地域の風景をこまめに発信しています。昔から続く行事と新しい取り組みの両方を大切にしな
がら、調川地域のまちづくりを進めています。

主な活動

上志佐地域まちづくり運営協議会 （令和6年4月25日設立）
　世代を超えたつながりを大切にしながら、地域の歴史と未来をつなぐまちづくりを進めています。
　子どもたちの学びと成長を地域全体で支え、誇りを持てるふるさとづくりに取り組んでいます。

主な活動
・上志佐小学校創基150周年記念事業
・カラクリ人形館改修事業
・初日の出イベント
・子ども劇場共催　
・地域清掃活動　　　ほか

青島地域まちづくり運営協議会 （令和6年４月14日設立）
　住民同士が支え合う仕組みを進めています。日常の中にある小さな困りごとにも目を向け、安心して暮ら
せる地域づくりに取り組んでいます。今年度は、青島地域全員に呼びかけ、「青島お助け隊」が結成されました。

主な活動

・青島お助け隊活動
・古紙回収事業
・青島のPR活動　　　ほか

（令和7年4月26日設立）御厨地域まちづくり運営協議会　よかまち　みくりや
　地域の声を大切にしながら、住民参加型のまちづくりを進めています。町民アンケートを実施し、地域の
思いや課題を丁寧に集め、その声をもとに具体的な取り組みへと繋げています。

・うみのかぜ公園完成記念イベント共催
・御厨フォトコンテスト実施
・町民アンケート実施
・買物支援事業の試行実施　　　ほか

主な活動
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今福地域まちづくり運営協議会 （令和7年6月21日設立）
　設立１年目となる令和７年度は、地域で長く続いてきた行事の充実を主な取り組みとしました。
　既存団体と共催しながら、それぞれの活動を尊重し、地域のつながりを支えています。

主な活動

・地域行事の共催
（今福夏祭り、和一処、さくら
まつり　など）
・地域清掃活動　　　ほか

福島地域まちづくり運営協議会 （令和7年6月29日設立）
　世代を超えた交流の場づくりを大切にしながら、地域の魅力を共有する取り組みを行っています。
　子育て世代から高齢者までが集い、語り合い、楽しめる機会をつくっています。

主な活動

・福島大茶会
・FUKUSHIMA　アソビバ
  マルシェ　　　ほか

星鹿地域まちづくり運営協議会設立準備会 （令和7年10月17日発足）
　協議会設立に向けて、定期的に準備会を開催しています。
　星鹿の魅力を見つめ直しながら、地域の力を活かした持続可能な協議会の立ち上げに向けて話し合いを重
ねています。

　令和6年度に志佐地域（全地域対象）、令和7年度に鷹島地域において、「地域版未来会議」を開催し、
まちづくり運営協議会の設立目的や役割に関する理解を深めるとともに、各地域の課題を共有し、解決に向
けた意見やアイデアを出し合いました。

志佐地域および鷹島地域

R7.11.27地域版未来会議の様子（鷹島地域） R6.10.4 地域版未来会議の様子（志佐地域）


